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把握している。結果として、浮遊物質の負荷量が 20 mg/cm2 を超えると物理的なクロッギング
が起きることを指摘した。 
 第 4 章では、京都市下水処理場内に設置したパイロットスケールの土壌浸透処理プラントを






 第 5 章では、上記の実験および測定結果を用いて、物理的･化学的･生物的なクロッギングが
生起する過程を記述する数学モデルを構築した。本モデルは鉛直方向の一次元浸透モデルであ
るが、これを水平方向の地下浸透流の流動も記述できるように拡張した。まず、クロッギング







ッギング速度を 0.02 cm/日/m 以下にするには、その注入速度を 200 cm/日以下とする必要が
























































物質の負荷量が 20 mg/cm2 を超えると物理的なクロッギングが起きることを示した。 
２． 京都市下水処理場内に設置したパイロットスケールの土壌浸透処理プラントを用いた







して流入水中全有機炭素が 5 mg/L 以下であることを指摘するとともに、バイオマス量








は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 30 年 2 月 20 日、論文
内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満
たしていることを確認し、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際し
ては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
